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(3) 溶解速度0.5t/h の溶解炉における炉体構造について検討し スクラップ予熱装置の改造により
操業の円滑化をはかることで溶解熱効率を42%に改善できることを明らかにしている。
(4) 3t/h の溶解速度を有する溶解炉を用いて実用化のための実験を行い 54% という高いスクラッ
プ溶解熱効率が得られ，アーク炉に較べて大幅な省エネルギーが可能であることを確認するとと
もに，鉄の歩留りは97% と良好であることおよび、鉄鋼製品の品質についても問題がないことを明
らかにし，石炭を熱エネルギー源とするスクラップ溶解法の実用化が可能であることを実証して
いる。
以上のように本論文は，電力よりも安価な石炭を熱エネルギー源とする新しいスクラップ溶解
炉の開発と実用化のために有用な多くの知見を与えており，冶金工学の発展に寄与するところが
大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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